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【要約】 

 本稿では、学習者による「テイル」形の作例をもとに、アスペクトの習得や運用をめぐる問題につ

いて考える。また、文法学習に重要な役割をもつ教材の影響についても考慮する。さらに、自律学習

やより深い学びに役立てられる補助的リソースの役割についても提案する。 

 

１．はじめに 

 日本語文法の中、習得や運用が困難な文法があり、上級になっても誤用が目立ち、問題を抱えてい

る学習者がいる。アスペクトがその一つである。アスペクトの習得困難の背景には様々な要因がある。

一般的に指摘されるのは学習者の母語の影響（学習者の母語のアスペクトの特徴）である。さらに大

きく関わっているのは、アスペクトそのものの難しさである。これらに加え、学習スタイルや教育に

由来する要因も考えられる。前者は、学習者個人の問題であり、学習者の能力や語学学習経験に関係

がある。一方、後者は、教室での指導や使用教材など、指導側の問題である。 

 本研究では、教材にフォーカスを当て、教材の観点から、アスペクト教育の問題点について考える。

また、教室使用の教材では対応が不十分な部分の補充やより深い学びに応用できる補助的リソースの

役割についても提案する。アスペクトというカテゴリーの幅が広いので、本稿では、使用頻度が高い

「テイル」形に着目し考察を行う。 

 

２.「テイル」形の用法 

「テイル」形の機能・用法として一般的に区別されるのは、次の 5 つである（吉川 1973、1989；寺

村 1984；工藤 1995；グループ・ジャマシー1998/2023 など）：①動作の継続、②結果の継続（結果の

残存）、③繰り返し／反復1 、④経験／回想2 、⑤もとからの状態3 ／単なる状態4 。それぞれの用法

の例は以下にある。 

 

①田中さんは手紙を書いている。 

②部屋の窓が開いている。 

③毎朝、30 分散歩している。 

 
1 寺村（1984）は「習慣」と呼ぶ。 
2 工藤（1995）、高見・久野（2006）は「パーフェクト」、「効力持続」と呼ぶ。また、『日本語文型辞

典』（グループ・ジャマシー編 1998/2023）では、パーフェクトに関わる「経験」と「完了」という

用法が異なるタイプとして分類されている。 
3 吉川（1989）が用いている用語。 
4 高見・久野（2006）が用いている用語。 
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④10 年前にこの町を訪れている。 

⑤あそこに高い山がそびえている。 

 

 ①～③は初級で導入される機能・用法である。しかし、特に、②が、学習者が上級になっても巧く

使えない機能である。また、①と②の機能の区別に苦戦する学習者も多い。その主な原因は、①と②

の区別に深く関わっている動詞のタイプの違いについて学習者が十分に理解していないということが

挙げられる。さらに、「繰り返し／反復」に関しても、同じく「繰り返し／反復」を表すのに用いられ

る「ル」形との類似（毎朝、パンを食べている。毎朝、パンを食べる）を十分に認識していない学習

者が多い。 

 すでに触れたように、学習者の誤用や不理解の背景には様々な要因が存在するが、本稿では、使用

教材に注目して考えてみたい。 

 

３．教材における「テイル」形の扱い 

 本稿では、日本国内で作成・使用されている初級の総合教科書における「テイル」形の扱いについ

て考察する。考察には『みんなの日本語 初級』（2012/2013）と国際交流基金他（2014）『まるごと 日

本のことばと文化 初級』5を用いる。これらの教科書に決める理由は、国内外での使用が多く、また

多言語翻訳・解説が付いており、学習者が日本語以外のことばで文法の説明を読むことができるため

である。 

 

３．１ 『みんなの日本語』 

『みんなの日本語 初級』では、「テイル」形の機能・用法として取り上げられているのは、「動作の

継続」（14 課）、「繰り返し・習慣」（15 課、28 課）、「結果の継続」（29 課）である。また、15 課では、

「結果・状態の継続」という機能の一環として、一般的に「テイル」の形で使われる動詞（住んでい

る、知っている、持っている）の用法について提示されている。 

『みんなの日本語』における「テイル」形の意味の記述およびその用例に関してはいくつかの問題

点が指摘できる6。たとえば、15 課に挙げられている「繰り返し」という用法の説明のために使われ

ている例（ミラーさんは IMC で働いています）が「動作継続」としての解釈も可能であり、「繰り返し」

の意味の明確な例示にはなっていない。また、機能の説明文には動詞タイプに関する記述がなく、一

部の機能（「結果の継続」）に用いられる動詞の具体例のみが挙げられている7ので、「テイル」形の多

様な機能・用法を区別するのに必要な条件が明瞭となっていない。 

 

３．２ 『まるごと』 

 『まるごと』では、「テイル」形の初出は『初級 1 A2』の 1 課（動作の継続）である。その後、「テ

イル」形が出現するのは 4 課である。4 課には、動作の継続と結果の継続という用法が混在している

が、動詞のタイプの違いによる機能の区別に関する明確な言及がないため、練習では、以下の例にあ

 
5 以下、『まるごと』と称する。 
6 考察には、牧野他（2022）『みんなの日本語 翻訳・文法解説英語版』を用いる。 
7 牧野他（2022）『みんなの日本語 翻訳・文法解説英語版』（29 課）。 
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るような誤用が（特に変化動詞（例 2，3）の使用で）見られる8。 

 

（1）子どもたちはそとでスキーを｛します しています｝。←概ね正用 

（2）星がたくさん｛出ます 出ています｝。←誤用 

（3）今、よく【はれます】→｛はれます｝。←誤用  

 

 また、『まるごと』には、「ル」形による「繰り返し／反復」（『入門』）と「テイル」形による「繰り

返し／反復」（『初級 1 A2』）について提示されているが、提示のある課が離れているため、学習者は

その関連性には気付かない。 

 

４．学習者の誤用 

４．１ 学習者の誤用と誤用の分析 

 学習者の誤用に関する研究は盛んに行われており、誤用の原因解明、誤用のメカニズム、誤用のパ

ターンなどについて分析されることが多い。また、分析の結果は、作文指導や誤用修正のために活用

されることが多いが、近年データベースとして蓄積され、コーパス構築に役立てられている。しかし、

学習者の誤用が使用教材の観点から検証されることはない。また、学習者の誤用が新たな教材づくり

のために応用されることもほとんどない9。 

 

４．２ コーパスを用いた「テイル」の誤用に関する検証 

 ここでは、コーパスデータから「テイル」形の誤用について検証を行っている砂川（2021）の研究

結果を踏まえ、「テイル」形の誤用の特徴について考慮してみたい。 

 砂川は、多言語母語の日本語学習者横断コーパス（IJAS）10を用いて、学習者の母語の違いの観点

から、動詞の語彙的なアスペクトの違いとの関連で、「テイル」形の運用（正用・誤用）について検証

を行っている。そして、英語話者と韓国語話者が動作動詞と変化動詞のどちらも正答率が高い一方、

韓国語、英語、ハンガリー語のグループが動作動詞より変化動詞のほうが、ベトナム語、中国語、イ

ンドネシア語のグループが変化動詞より動作動詞のほうが高い正答率を示していると結論づけている。

また、砂川は誤用について次の傾向を指摘している： 

１）結果残存の「テイル」を使うべきところで完成相の「シタ」を使っている（倒れている→倒れた） 

２）動作継続の「テイル」を使うべきところで「スル」を使っている（話している→話す） 

 

５．実践 

日本語学習者は、上級になっても、「テイル」形の使用で誤用が多い。誤用の原因の一つは、砂川（2021）

も指摘するように、学習者が動詞のタイプ（動詞の語彙的アスペクト）の違いを十分に理解していな

 
8 練習問題には、選択肢の問題（例 1、2）と形作りの問題（例 3）がある。 
9『日本語誤用辞典』（市川、2010）が誤用分析を活かした数少ないリソースの一つである。 
10 I-JAS（https://chunagon.ninjal.ac.jp/ijas/search）は、日本を含む 20 の国と地域で、異なる 12 言語（イ

ンドネシア語、スペイン語、タイ語、トルコ語、ドイツ語、ハンガリー語、フランス語、ベトナム語、

ロシア語、英語、韓国語、中国語）を母語とする日本語学習者 1000 人の話し言葉および書き言葉を横

断的に調査し、データを収集したコーパスである。 
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いことである。学習者の理解が不十分であることの背景には教材の影響がある。教材の分析ですでに

見てきたように、動詞のタイプについて情報を提示する教材がほとんどない。しかし、直説教授法が

使われている日本国内の多国籍クラスや多様な目的をもつ学習者の一般的なクラスの授業では、動詞のタ

イプのような複雑で専門性の高い言語要素に関する指導は難しい。一方、たとえ複雑な文法の要素であっ

たとしても、学習者が母語でその文法について情報を得ることができれば、理解が深まり、文法形式の運

用にも改善が可能であると考える。 

本研究では、動詞のタイプについて学習者の認識を高め、また、それにより「テイル」形の正用率を上

げるということを目的として行った実践について報告する。 

 

５．１ 実践の概要 

 本研究のために行った実践の概要は次の通りである。 

・実践を実施した授業：2025 年度前期の教養科目「日本語リテラシーⅠ」 

・実践に参加した学習者：「日本語リテラシーⅠ」を受講している学生 19 名（うち 5 名が短期留学生） 

・学習者の国籍：中国11（9 名）、台湾（1 名）、韓国（1 名）、マレーシア（7 名）、トルコ（1 名） 

・学習者の日本語レベル：N1（4 名）、N2（7 名）、N3（1 名）、JLPT 未受験（7 名） 

・実践に用いた資料：図 112 

 

 

図 1 許夏珮（1997）「中・上級台湾人日本語学習者による『テイル』の習得に関する横断研究」 

『日本語教育』95:37-48 

 

 
11 下線が付いている国には短期留学生が含まれている。 
12 IJAS のデータ収集に使用されている絵。 
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・実践の手順： 

 実践は 2 回の授業で続けて行った。 

1．1 回目の授業： 

1）学習者に、図 1 をもとに作成した図 2 に示してある 1)～6)について文を作成するように指示 

した。 

2）作例後、課題用紙を回収し、間違いを修正せずに、間違いのある箇所のみを示した。 

2．2 回目の授業 

1）『日本語参照文法』を紹介し、「テイル」のページ13を読む14ように指示した。 

2）ページの内容確認後、学習者がペアで、それぞれの作例をチェックし、指摘された間違いに

ついて修正するように指示した。 

 

 

図 2「実践の課題用紙」 

 

５．２ 実践の結果 

 学習者の作例の述語に使われた動詞・表現15は表 1 にある。 

 

 

 
13 図 5-1、5-2、5-3。 
14 ページは日本語か翻訳（母語）かのどちらで読むかを学習者に選ばせた。 
15 図 2 の指示文には動詞文を使うように指摘されていたが、動詞以外の品詞の述語での作例もあった。 
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表 1「作例の述語に使われた動詞・表現」 

 

 

学習者の作例からは次のことが明らかとなった。 

 まず、変化動詞と動作動詞の使用に関しては、変化動詞を使うべきところで動作動詞を使っている

例があった（文 1 と文 6、図 3）。 

 

 

図 3「文 1～6 に使われている変化動詞と動作動詞の割合」 
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また、述語動詞のアスペクトの使用に関しては次のパターンが見られた（図 4）。 

１）結果残存の「テイル」形を使うべきところで完成相の「タ」形を使っている（例 3，例 5） 

２）動作継続の「テイル」形を使うべきところで「ル」形を使っている（例 2，例 4） 

この結果は、砂川（2021）の研究で確認された結果と同類であった。 

 

 

図 4「学習者の作例にあった述語動詞のアスペクト形式の分布」 

 

５．３ 『日本語参照文法』16 

 2 回目の授業では、まず、『日本語参照文法』を紹介した。その後、学習者が『日本語参照文法』の

「テイル」形のページにある動詞タイプの記述（図 5-1）および機能 1（図 5-2）と機能 3（図 5-3）の

説明に特に注意しながら、ペアで、それぞれの作例をチェックし、指摘された箇所の間違いを修正す

る作業を行った。 

 

 

 

 

 

 
16 https://sansyo-bunpo.net/ 
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図 5-1「『日本語参照文法』にある動詞タイプの記述（「テイル」形のページより） 
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図 5-2「『日本語参照文法』にある「テイル」形の機能 1～2」 
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図 5-3「『日本語参照文法』にある「テイル」形の機能 3」 

 

 『日本語参照文法』のサイトが多言語（130 各国語）への翻訳が可能である（図 6-1、図 6-2）ため、

学習者には、サイトを参考する際に、読みやすい言語を選ぶように指示した。翻訳を利用する場合は、

翻訳されたページには用例の原文が表示される（図 6-2）ので、例文は日本語で確認することができ

る。 
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図 6-1「『日本語参照文法』のページの翻訳機能」 

図 6-2「『日本語参照文法』の「テイル」ページの英訳」 

 

５．４ 学習者の修正から 

 学習者は、2 回目の授業で、『日本語参照文法』を確認してから、ペアで誤用があった作例について

修正を行った。ここでは、誤用が最も多かった例 3）の修正結果について報告する。図 4 から明らか

となったように、例 3）では、学習者は、変化動詞は正しく選んでいるが、アスペクト形式に誤用が

多く、「テイル」形を使うべきところで、「タ」形を使っていることが多い（表 1）。その結果から、学

習者が、動詞のタイプの区別に加え、変化動詞の結果残存という機能を十分に理解していないという

ことがうかがえる。 

一方、学習者が『日本語参照文法』を参照してから修正を行った結果（図 7）から、正用が増えた

ことが明らかとなっている。その結果から、学習者が動詞のタイプについて知識を得えれば、誤用を

減らすことができると主張できる。 
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図 7「『日本語参照文法』参照後の例 3）の修正の結果」 

 

６．補助教材の役割 

 多国籍クラスが主流の日本国内の日本語教室における学習指導またその指導に用いられる教材には

限界がある。本稿で報告した実践をもとに、教室使用の教材では対応が不十分な部分の補充やより深

い学びのために補助的リソースが有効であると考える。 

 海外では、一般的に学習者の母語で日本語の教育が行われているため、教材のポテンシャルも大き

い。本稿では、その一例として、タイの教材（Fukuike 2008、図 8）を挙げたい。 

 『タイ人によくある失敗例―どうして間違い？なぜ失礼？あなたの日本語』のはしがきには、「本書

は、実際に学習者から集めた失敗例の中からタイ語を母語とする学習者によく見られる文法的な間違

いや社会的に不適切な表現を提示し、それらの原因をタイ人学習者が理解しやすいように解説したも

のです。」と記載されている。本教材の 8 課（p.46-47）では、修飾節に出現する「テイル」形が取り

上げられており、学習者の誤用例としては「バスに乗る間に宿題をした」が提示されている。そして、

用例に次ぐ説明文には、図 8 にあるような動詞タイプに関する情報が日本語とタイ語で提示されてい

る。また、付録（p.257, p.285）では、「継続動詞」と「瞬間動詞」とその区別、さらに「継続動詞」・「瞬

間動詞」と「テイル」形との共起および「テイル」形の用法と意味の違いについて説明されている（図

9）。『タイ人によくある失敗例―どうして間違い？なぜ失礼？あなたの日本語』のように、「テイル」

形の使用に必要な動詞タイプといった複雑な情報が提示できるのは、学習者が文法に関する解説を母

語で読むことができるからこそである。 

 近年、機械翻訳の技術が発展しているので、紙媒体だけでなく、オンラインでも、翻訳の機能を取

り入れた教材開発が可能となり、教材の可能性が大きく広がっている。今後、学習者の運用能力の向

上のためにも、技術のそういったポテンシャルを活かしたリソースづくりが必要であろう。 
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図 8「Fukuike 他『タイ人によくある失敗例―どうして間違い？なぜ失礼？あなたの日本語』（2008）

にある「テイル」の用法に関する説明」 
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図 9 「Fukuike 他『タイ人によくある失敗例―どうして間違い？なぜ失礼？あなたの日本語』、p.257, 

p.285（2008）にある継続動詞と瞬間動詞に関する説明」 

 

 

７．おわりに 

本稿では、「テイル」形を事例に、日本語のアスペクトの習得と運用について考察した。また、アス

ペクト形式の使用で見られる学習者の誤用の改善にも役立つ補助的リソースの役割およびリソース開

発の必要性についても考慮した。 
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